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要約：要約：要約：要約：本稿では、教育メディア研究の温故知新として、米国のAECTと我が国の状況を

比較し、筆者の本学会での学びを省察して将来を展望する。教育的意図を持ったコミュ

ニケーションの成立・拡大・改善を目指してメディアの利用方法を極めることが、日米

両学会が目指している共通点である。本学会の強みは、その歴史の長さに支えられた研

究成果の蓄積にある。ソーシャルメディアの時代だと喧伝されているが、これまで新し

いメディアが登場するたびに繰り返されてきた過剰な期待と小規模で一過性のインパク

トに反して、「今度こそは違う」と言えるだけの影響をもたらすのであろうか。新しいも

のが目まぐるしく続々登場する時代だからこそ、長い伝統を有する本学会が、その過去

の遺産から学び直すことを意識する必要がある。会員が、容易に学び直しできるような

情報環境を整備していくのも本学会の使命だろう。 
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１．メディアかコミュニケーションか 

全米教育コミュニケーション工学会（Association 

for Educational Communications and 

Technology: AECT）の前身であった全米教育協会

（National Education Association：NEA）の視聴

覚 教 育 部 会 （ Department of Audio-Visual 

Instruction：DAVI）がその機関誌を発刊したのが

今から 60 年前の 1953 年であった。その機関誌の

名 称 は Audio-Visual Communication Review 

(AVCR)、視聴覚メディアではなくコミュニケーシ

ョンを冠していた。 

創刊号の冒頭論文で、当時の AVCR 編集顧問の一

人で「経験の円錐」で有名になっていたエドガー・

デールは、発刊の意義を次のように記している。「コ

ミュニケーションするとは何か。それを考えること

は、物書きとして、話し手として、教師として、デ

ィスカッショングループの一員として、また研究者

としての自分に重要なことだ（Dale, 1953, p. 3 を

筆者が翻訳）」 

学会名称が1970年にAECTに変更された時にも、

視聴覚教育が教育工学に変わったが、コミュニケー

ションという言葉は団体名称にも学会誌名にも残

された。学会名称については、当時、カリフォルニ

ア州で優位だった「テクノロジー」とニューヨーク

を始めとする東部州で優位だった「コミュニケーシ

ョン」という用語を両方使って AECT に決まった

という記録が残っている（http://aect.site-ym. 

com/?page=federal_aid_boom_per）。学会誌名は、

当時の編集長であったペンシルバニア州立大学の

ロバート・ハイニックが「視聴覚」を残すべきとい

う主張を捨て、学会名と同じテクノロジーとコミュ

ニ ケ ー シ ョ ン を 冠 し て Educational 

Communications and Technology Journal とした。 

翻って我が国では、日本放送教育学会と日本視聴

覚教育学会が統合されて、1994 年に日本視聴覚・

放送教育学会となり、それから５年間を経て「日本

教育メディア学会」となった。新しい学会名にはコ

ミュニケーションではなくメディアが冠された。当

時には、視聴覚と放送という言葉を使わなくすると

いう決断には抵抗感を示す意見が強かったと記憶
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しているが、両者の共通点である「メディア」を採

用することで意見の一致が図られたのだろう。その

布石として、両学会が統合した時点で学会誌も統合

し、その名称はすでに「教育メディア研究」（1995

年 1 月発刊）と改められていた。 

当時の日本視聴覚・放送教育学会会長であった高

桑（1995）は、新しい学会誌の命名について次のよ

うに述べた。 

「新しい学会として発足するにあたり、新しい地

平を開き新しい課題に取り組んでゆこうとする志

向が込められている、と言ってよい。放送教育、視

聴覚教育を包含しつつ、それを超えたさまざまな課

題がわれわれの研究の前にあることを意識しての

命名であった。（中略）紀要の創刊にあたり、学会

活動の本格化を心から喜ばしく思うとともに、この

紀要が会員各位の研究にとってよい情報源となり、

また情報発信、情報交流のメディアとなることを希

うものである。（p. 1 の前頁）」 

メディアとは、ロバート・ガニェの定義によれば

「教授事象（Events of Instruction：当時の訳語で

は授業状況）を生起するもの」(鈴木、1985）であ

り、それには「教師の口頭」も含まれる（大内、1982；

中野、1982）。筆者がこれを国際基督教大学時代に

学んだ時、教師がメディアとデザイナーとの二役を

担っている、という捉え方がとても新鮮だった。そ

のことを今でも鮮明に思い出す。フロリダ州立大学

では、メディアは時とともに流行が移りゆくが、設

計へのシステム的アプローチは不変であるという

立場から組まれたカリキュラムを学んだ（鈴木、

2011）。そこでは、教授メディアとは、「オーディオ・

ビデオ・フィルム・テキスト・写真・アニメーショ

ンやグラフィックなど、コミュニケーションができ

るさまざまなインストラクションの方法というこ

とができる（ガニェほか、2007、p. 261）」と定義

されていた。 

教育的意図を持ったコミュニケーションの成

立・拡大・改善を目指してメディアの利用方法を極

める。この点が、今も昔も変わらずに日米両学会が

目指している共通点ではないかと思う。時代ととも

にメディア環境は大きく変わりつつあるが、そこで

生起するコミュニケーションをしっかり捉える。メ

ディアを活用することが目的ではなく、学びを支援

するためのコミュニケーションをどう成立させる

のかを工夫する。メディア環境が急変している今こ

そ、この原点を見つめ直す時ではないかと思う。 

 

２．日本教育メディア学会と筆者 

1999 年に「日本教育メディア学会」が発足し、

2012 年で第７期を迎えた。しかし、本学会の前身

はもっと前に遡る。 

1954 年以来、国際基督教大学（ICU）教育研究

所が主催して、毎年、視聴覚教育研究協議会を行っ

ていた。日本放送教育学会が設立した 1956 年には、

「経験の円錐」の提唱者エドガー・デールが来日し、

第3回視聴覚教育研究協議会と第2回放送教育研究

協議会に参加した。この日本滞在中のデールの講演

を中心に翻訳したものが、『デールの視聴覚教育』

（デール 1957）であり、1975 年までに 10 版を

重ねていることからも、その影響の大きさが窺える

（山本 2011）。一方で、山本（2011）が指摘して

いるように、近年になって「経験の円錐」が「学習

ピラミッド」の原型であると誤って紹介されている

ことは、教育メディア研究者としては気がかりなと

ころである。 

さて、1964 年には、視聴覚教育研究協議会を母

体として、日本視聴覚教育学会が設立された。1960

年代には、ティーチングマシンとプログラム学習の

研究を推進し、のちに CAI 学会（現在の教育シス

テム情報学会）や日本教育工学会ができるまでは教

育工学研究の最前線にあった。『日本教育工学会論

文誌』の前身である『日本教育工学雑誌』の第一巻

刊行が 1976 年であったことと比べると、20 年以上

も先輩にあたる。 

戦後民主主義を普及するために米国から我が国

に１６ミリ映写機が貸与され、その後にラジオ放送

の教育利用が普及するとともにテレビや OHP など

の機器が開発され、メディアを用いた教育が議論さ

れたのは、戦後に創立された ICU であった。その

ような歴史を知らずに筆者は ICU に入学し、学会

事務局要員として西本三十二会長（当時）に同行し、

島根大学で開催された全国大会にかばん持ちで参

加した。それが本学会との出会いであり、以来、様々

な人たちと出会い、様々な研究活動をする機会に恵

まれた。本学会は、研究者としての筆者を育ててく

れた故郷なのである。 

本学会の強みは何と言っても、その歴史の長さに

支えられた研究成果の蓄積にある。技術革新で利用

が可能になった様々な教育メディアで何ができる

のか、また、それらをどのように活用するのが良い

かが検討されてきた。適性処遇交互作用（ＡＴＩ）
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研究の手法を援用したメディア比較研究の知見と

しては、「どのメディアも万能薬にはならないが、

どのメディアでも学習は成立する」ことや、「学習

課題の特性と学習者の特性に応じて、最適な学習環

境が異なる」、「より新しいメディアを使う方が学習

効果は高まる（新奇性効果）」ことなどが明らかに

なっている。また、「どのメディアを選ぶかよりも、

そのメディアをどう使うかで差が生じる（メディア

属性、機能的同等性）」ことや、「使うメディアに対

する学習者の構えによって学習効果に影響がある

（メディア知覚）」、あるいは経済性の観点から「（ど

のメディアでも学習が成立するのだから）より簡単

なメディアを使って、学習者を能動的にするのが良

い（シュラムのまとめ）」などの原則が主張されて

きた（佐賀、1995：鈴木、2005）。 

筆者は米国留学中に二つの論文を本学会の紀要

に投稿し、発表の機会を得た。これが研究者として

の最初の一歩であった。一本目が「教授メディアの

選択にかかわる要因」（鈴木、1985）であり、留学

先でお世話になっていたガニェが同僚のリーサー

と取り組んでモデル化したメディア選択のプロセ

スを紹介・考察したものであった。二本目は「CAI

教材の設計開発における形成的評価の技法につい

て」（鈴木、1987）である。やはり留学先でお世話

になったディックのシステム的な開発モデル（ディ

ックほか、2004）で特徴的な要素であった形成的評

価を紹介し、学習者全員が同じ学習経路をたどらな

い CAI でどう実施するかについての研究動向を考

察したものであった。 

帰国後も、放送文化基金の分担研究をまとめた

「テレビ放送番組による外国語教育を補うドリル

型 CAI の構築について」（鈴木、1989）や ARCS

モデルを詳細に紹介・考察した「『魅力ある教材』

設計・開発の枠組みについて」（鈴木、1995a）、あ

るいは構成主義に基づく教材開発プロジェクトの

草分け的な存在として注目を浴びたジャスパーを

紹介・考察した「教室学習文脈へのリアリティ付与

について」（鈴木、1995b）など、多くの研究成果を

発表する機会を得た。また、当時は日本全国を 8 つ

の地区に分けて巡回していた全国放送教育研究会

連盟全国大会（第 44 回宮城大会）の指導室長を拝

命し、1 年間『放送教育』に連載した授業設計の動

向と放送教育への利用をまとめた『授業デザイナー

入門』（鈴木、1995c）として発表した。若輩者なが

ら大役を与えられて、そのために猛烈に勉強する機

会から研究者は成長するものなのだ、ということを

実感した体験であり、筆者の財産となった（絶版と

なったため筆者 Web サイトで全文を公開している 

http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/ksuzuki/resum

e/books/1995rtv/rtvcont.html）。 

1980 年代に世界初のマルチメディア教材という

紹介で教育メディア研究の注目の的となった「ミミ

号の冒険（航海）」（鈴木、1997）がその後どうなっ

たかをインターネットで調査した研究を「Web サイ

トにみる 1998 年現在の『ミミ号の航海』」として発

表した（鈴木、1998）。多額の資金をかけて開発し

た教材が長期間使われ、実際の帆船「ミミ号」が財

団に買い取られ、全米各地の海岸を回って見学会が

行われ、見学に行けない内陸部の子どもたちと見学

者との交流や協同学習も行われていたことなどを

紹介した。しかしその数年後、「ミミ号」関連の Web

サイトはインターネット上から一斉に、こつ然と姿

を消した。今となっては歴史的な描写にしか過ぎな

い研究ではあるが、内容的には現在にも示唆に富む

展開事例ではないかと思う。 

「ミミ号」から「パレンケ」に進化する中で、メ

ディアもデジタル化時代を迎えた。当時のメディア

の変遷を図１のように整理したことがあった（鈴木、

1997）。これが現在までの間にどのように変化し、

そしてこれからどのように変化していくのか、行く

末が楽しみである。 

 

このあたりに図 1 を挿入 

 

NHK デジタル教材の先駆けの一つに、総合学習

向け番組「おこめ」があった。この教材の評価チー

ムの一員に加わり、その成果も本学会で公表したり

（稲垣ほか、2004）、海外の国際会議に持っていっ

たりもした（Kurokami, et al, 2003）。テレビ放送

という枠組みを拡張してより豊かな学習環境にす

るためにはどんな情報を Web から提供して、どの

ような学習活動を仕掛けていくのが良いのか。テレ

ビしかない時代ではなく様々なメディアが使える

時代における学習環境の核となるテレビ番組とは

どのように制作すべきか。それをどう使うことを推

奨するか、どんな効果があったか（それをどう調べ

るのか）、教員にどう紹介して新しい授業のイメー

ジをどう持ってもらうのか。これらの問いは、「ミ

ミ号」以来のメディア研究で取り上げられてきたも

のであるが、このすべての問いに答えることは、お
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そらく現在のメディア環境においても重要な研究

課題ではないかと思う。 

最後に、NHK 高校講座についての研究について

触れておきたい。2002 年度に着手したこの通信制

高校生向け番組の Web サイトを構想する研究は、

化学 2 回分の試作と公開を経て、「NHK 高校講座用

Web サイトの試作」（鈴木ほか、2004）として公表

した。通信制高校を取り巻く学習環境の構成要素と

関係者の役割を分析し、NHK としては何ができる

か、何をすべきで何はすべきでないかを提言した研

究であった。「おこめ」と違ってテレビ・ラジオ全

科目のすべての回をカバーする学習環境を、限られ

た予算内で構想するものであった。スケールメリッ

トを出すためにNHKが用意すべき必要最低限は何

かを探ったもので、のちにその構想が採用されて現

在に至っている（http://www.nhk.or.jp/kokokoza/参

照）。何もないところに新しいものを提案する研究

は一回限りのチャンスであり、その提案の機会に恵

まれたことは幸運であった。2013 年 4 月からスマ

ートフォン対応が決まった現時点で、次世代に向け

て何を提言していくのか、この研究は今も継続して

いる。 

 

３．温故知新：歴史は繰り返す？ 

「夫からのクリスマスプレゼントに iPhone をも

らってから、急速にメディアで学習環境が変わって

いくことを実感して、メディアへの興味が戻った。」

そう語ったのは、2008 年に関西大学で開催された

本学会主催の国際会議（International Conference 

on Media in Education：ICoME）に招いたペンシ

ルバニア州立大学教授（当時）のグラボウスキであ

った。メディアがどのように学習環境の構築に関与

してきたか、その変遷を 3 つの時代に区分して振り

返り、実現したことと約束されつつも未達成の課題

を俯瞰した講演には、多くの示唆があった（翌年の

IJEMT に招待論文として掲載：Grabowski, 2009）。 

表１にグラボウスキ（Grabowski, 2009）が区分

したメディアの教育利用の 3 つの時代を示す。それ

ぞれ、プレゼンテーションメディアの時代には行動

主義心理学が、双方向メディアの時代には認知主義

心理学が、そしてソーシャルメディアの現在には構

成主義心理学がその背景にあった。それぞれのメデ

ィアやその背景の理論は間違っていたわけではな

く、その時代時代での興奮や期待があった割には不

十分だったと指摘した。 

 

このあたりに表 1 を挿入 

 

ソーシャルメディアの時代だと喧伝されている

が、これまで新しいメディアが登場するたびに繰り

返されてきた過剰な期待と小規模で一過性のイン

パクトに反して、「今度こそは違う」と言えるだけ

の影響をもたらすのであろうか？ 教育メディア

研究者としては、無視できない問いである。 

1913 年に、映画王トーマス・エジソンは次のよ

うに断言した。「本はすぐに学校では時代遅れにな

るだろう…そして人間の知識のすべての分野は動

画で教えることが可能になる。私たちの教育システ

ムは、今後 10 年で完全に変わってしまうであろう」

(Seattler, 1968, p.98 を Reiser, 2011 より引用・翻

訳)。もちろん、現実にはそうはならなかった。そ

の後、ペーパーレスの時代だと言われたが、やはり

紙はなくならなかった。今度はデジタル教科書の登

場によって、紙の教科書への依存は解消されるのだ

ろうか？ またそうなったとして果たして何がも

たらされるのだろうか？ 

キューバン（Cuban, 1986）は、視覚的教授の影

響力が限定的であった背景には数々の要因があっ

たと指摘している。教師の変化に対する抵抗、教師

が映写機を操作する難しさ、様々な教科における適

切なフィルムの不足や教育的品質の乏しさ、映画フ

ィルムと映写機の購入費と維持費の高さなどがそ

の要因に含まれていた(Reiser, 2011 から要約・翻

訳)。その後も、教育テレビやパーソナルコンピュ

ータなど新しいメディアが登場するたびに過度な

期待が寄せられ、その割には教育方法の根幹が大き

く変わることはないという歴史が繰り返されてき

た。いつでも教室の三大メディアは教科書・黒板・

教師（の声）であり、それは今日でも不動の座を占

めている。インターネットやソーシャルメディアで

も同じことが繰り返されるのだろうか？ 

リーサー（Reiser, 2011）は、「コンピュータ、イ

ンターネット、およびその他のデジタルメディアは、

教育と研修に完全な革命をもたらすわけではない

が、以前のメディアに比べれば、教育の実施におい

て、はるかに大きな変化をもたらし続けるだろうと

予想するのは妥当だ（p.23 を翻訳）」と述べている。 

表１で教育メディア利用を3つの時代に整理した

グラボウスキ（Grabowski, 2009）は、現在の学習

デザインの評価基準として次の 7 つを挙げた。すな
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わち、①学習の文脈・問題が提示されているか？ 

②豊かな学習リソースがあるか？ ③多様な省察

の機会があるか？ ④社会的状況で理解を構築す

る機会があるか？ ⑤専門家によるフィードバッ

クが与えられているか？ ⑥学習者の自己調整力

育成が促進されているか？ ⑦学習者に学びにつ

いての責任が移譲されているか？ 

それぞれの時代において、メディアへの期待の割

にはインパクトが少なかったことを振り返り、グラ

ボウスキは、「以前の二つの時代にも同じ認識があ

ったが、それと比べて今の満足な時代はより長く続

くかもしれない（p. 21,筆者訳）」と招待論文の結語

で述べている。今の時代でのメディア利用が進み、

それによって学びが促進できる「満足な時代」が長

く続くかどうかは、上記の 7 つの評価基準に照らし

て満足できるような学習環境を教育メディア研究

者が実践家とともに構築できるかどうかに依存し

ていると思う。 

 

４．おわりに：未来を拓く研究を 

カナダのメディアリテラシー教育の巨匠バリ

ー・ダンカンが亡くなったという訃報を届けてくれ

たのは Facebook への書き込みであった。少なくと

も情報環境はかなり変わった。あとはそれをどう教

育や学習に生かしていくのか、その知恵と工夫が求

められている。まず本学会がソーシャルメディアを

学会の活性化に役立てることから始めることが必

要なのかもしれない。 

AVCR は ETRD と名称を変えたが、AECT 会員

には創刊号から 60 年分の全論文が無料で提供され

ている。印刷物に依存していた時代には考えられな

いアクセスの容易さであり、情報時代の恩恵である。

新しいものが目まぐるしく続々登場する時代だか

らこそ、長い伝統を有する本学会が、その過去の遺

産から学び直すことを意識する必要があるのでは

ないか。会員諸氏が、容易に学び直しできるような

情報環境を整備していくのも本学会の使命だろう。 

本学会では、過去に発表された学会誌論文の電子

化が提案・承認され、研究資産へのアクセスを容易

にするための作業に着手した。これまでの伝統を受

け継ぎ、そして変貌するメディア環境の中で教育実

践をより豊かにできるように貢献し続けていくこ

とが求められている。本学会に蓄積されてきた研究

知見を参照し、「あの時代と今とでは何が同じで何

が違うのか」という視点で省察を加え、受け継ぐと

ころは受け継ぎ、発展させるところを明らかにして、

それに加えていく。そんな地道な学究の態度と先人

たちへのリスペクトが求められているのではない

かと思う。 

本学会が教育メディア研究に関心を寄せる研究

者と実践家がともに集い、英知を出し合うソーシャ

ルな場として発展し、ここから教育メディア利用の

新たな発想が生まれ、教育メディア研究の新たな発

展が創造されるとを切に願うものである。お互いに

研究仲間を誘い、楽しく実りある学会を構築してい

ければと思う。 

 

注：本稿は、第７期会長就任にあたって執筆した以

下の原稿をもとにして、大幅に加筆したものである。 
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表１：教育のメディア利用の時代区分ごとの特徴（Grabowski, 2009） 

時代区分 行動主義心理学 認知主義心理学 構成主義心理学 

学びの 

特徴 

刺激ー反応ーフィードバッ

クのサイクルで成立。明

示的反応を重視 

刺激ー思考ー反応ーフィード

バックのサイクルの中心にあ

る省察を重視 

個人が社会的意味のネゴシエ

ーションを通じて理解を構築す

ることに力点。学習者の責任と

多様性の許容を強調 

メディア 

プレゼンテーション 

メディア 

双方向メディア ソーシャルメディア 

テレビ、スライド提示、映

画、印刷物、初期の PC 

CBI、CAI,インタラクティブビデ

オ、インターネット（Web1.0) 

Blog, Wiki,ソーシャルブックマー

キング、仮想世界（Web2.0) 

実現され

たこと 

視聴覚メッセージ提示の

選択肢が揃う。学習者が

「次へ」キーで学習スピー

ドを制御可能に。正誤判

定を即時に提供できるこ

とが画期的 

豊富な情報提示に加えて、質

問の挿入、情報のチャンク化

と学習者による選択、インタ

ーネットからの現実的な生デ

ータ利用、思考を刺激し、理

解プロセスを支援する思考ツ

ールとしてのパソコン、マルチ

メディアを用いた多様なフィー

ドバック、知的エージェントな

ど高度な回答処理 

真正な課題がインターネット上

の膨大なリソースを活用して提

示可能、可視化ツール・データ

分析ツールとして強力なパソコ

ン、個人・グループの省察を促

進するメディア、共有ドキュメン

ト、Wiki などで知識構成を支援 

注：Grabowski (2009)の表１－３から抜粋して筆者が訳出し、一つの表にまとめた 

 

 

 

図１：マルチメディア教材の流れと要素技術の進展（鈴木、1997、図 3-10 より転載） 
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Discovering New in Educational Media Study by Taking Lessons from the Past 

SUZUKI, Katsuaki （（（（Kumamoto University）））） 
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